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550kV50kA4,000/8,000A2サイクル

バッファ形ガスしゃ断器
550kV50kA4.000/8.000A2-CYCle Puffer TYPe SF6Gas Circuit

Breakers

電力系統の増大に伴い高信頼度のしゃ断器が要求されているが,日立製作所はこ

のたび550kV50kA4,000/8,000A2サイクル バッファ形ガスしゃ断器の製品化に

成功した｡単一--圧力バッファ形ガスしゃ断器は動作原理,及び橋成とも簡単であり,

且つ接地タンク方式のためプッシング変流器を内蔵できるなど多くの利点をもって

いる｡しゃ断部ユニットは既開発300kV50kA8,000A2サイクルガスしゃ断器のし

ゃ断部をそのまま適用しており,一相4しゃ断点で構成している｡閉路時の操作方

式の動作原王畢も同じである｡本しゃ断器は既に1,000台以上の納入実績をもってい

るOFPT形系列の【-一一つである｡本稿は,しゃ断苦言の構造,動作及び試験結果につい

て述べたものである｡

n 緒 言

近年,電力系統の吋大に伴い高度の信頼作をもつ超高圧,

超々高圧･大容量しゃ断器の開発が要求されている｡従来の

空ユ(しゃ断器は主として騒音の点で筆削∴】二があり,また,高臼三

SF6ガ'スを利用した二重圧力形ガスしゃ断器=は,高圧カ､'ス吹付

弁など構造が複雑で,ガス コンプレ､ノサ,ガス圧力制御装置,

液化l妨_LL用保拙装置などの付属品を多数必要とする欠点があ

った｡

--一方,バッフ7形ガ､スしゃ断器は前石に比較して構造,動

作原理とも簡単で部札･∴(数も少なく,重たガス圧力が低いた

め液化の問題もなく多くの利点をもっているが,従来のパ･ソ

ファ形ガスしゃ断器はしゃ断容量が小さく,またアーク時間

が克く 2サイクルしゃ断が凶難などの問題点をもっており,

超高圧,超々高圧大容量しゃ断器へグ)適用には限界があった｡

これに対処するための技術開発を進め,軸方向同期吹付の

新消弧方式の開発(1)によりしゃ断作能のl〔り上と7wク時間の

短縮を同るとともに,高速度大容量操作器の開発により(2),既に

300kV50kA 2サイクルまでの系列化を完成(3)L,多数の納入実

績をもっているが,今回新たに550kV50kA4,000/8,000A2

サイクル バッファ形ガスしゃ断器を開発した｡

本器は,既開発の300kV 50kA2サイクルしゃ断器と しゃ断

部ユニットは同一一であり,且つ高速度大容量操作器の構成と

動作原理も同じである｡また絶縁性能については,運転電圧の

130%の過酷な条件で長期課電古式験を行なって検証した550kV

ガス絶縁開閉装置の技術を適用している｡ニのように,木器

はこれまで既に1,000台余のガスしゃ断器の製作で蓄模した技

術‾をベースにし,550kVしゃ断器とLて必要な諸持′性と信頼

件を確保Lた｡

凶 しゃt斬器の定格

図1に,今回開発した550kV 50kAバッファ形ガスしゃ断器

一木‖分の外観を,図2に外形寸法を示す｡表1は550kVしゃ

断器を含めた日立バッファ形ガスしゃ断器の定格一覧表であ

る｡これらの定格仕様は,‾交i充しゃ断器規格JEC-181に準じ

ている｡
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図1550kV50kA2サイクルバッファ形ガスしゃ断器

試験中のLや断器一相分を示す｡

耐電圧

田 超々高圧大容量2サイクルしゃl斬器の技術開発

550kV 50kA2サイクルしゃ断器にバッファ形しゃ断器を適

用する場合には,構造,動作原理が簡単で部品点数が少ない

などの長所がある反面,大容量2サイクル化及び超々高圧化

に伴う技術的問題点がある｡表2は,これらの問題点と技術

開発の経緯を示すもので,大容量2サイクル化については,

軸方向同期吹付方式消弧室,高速度大容量操作者旨の]采用な

*日立製作所国分工場 **日立製作所日立研究所
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表l 日立バッファ形しゃ断器定格表

-ズの定格表を示す｡

㌃6■500
嗣

鰐

日立バッファ形ガスLや断器の25kA,30kA,40kA及び50kAシリ

匡12 550kV 50kA2サイク

ルバッファ形カースしゃ断器

外形寸法図 550kVしゃ断器

の三相正面図及び側面区lの夕岬多寸

法を示す｡

形式

摘要

l 2 3 4 5 6 了 8 9 10 ll 12 13

OFPT-

与3-25L
PA(R)

OFPT-

許3-+
PA(R)

OFPT-

100-Z5L

PA(R)

OFPT-

100-3ル

PA(R)

OFPT-

100-40+

PA(R)

OFPT一

:号3-25L
PA(R)

OFPT-

:号呂-3･L
PA(R)

OFPT-

王寺3-40し
PA(R)

OFPT-

200-40L

PA(R)

OFPT-

250-40L

PA(R)

OFPT一

200-50L

PA(R)

OFPT一

250-50+

PA(R)

OFPT-

500-50L

PA(R)

定 格 電 圧(kV) 72/84 72/84 120 120 120 168/204 168/204 168/204 240 300
1240

300 550

定 格 電 流(A)

l,200 l.200 I′200 l.200 し200 l′ZOO l,200 2.080 2.000l2′000
】2′000 2′000 2.000

Z′000 2,000 2′000 Z′000 Z′000 Zノ000 2,000 3′000 3.000 3′000 4′00D 4,000 4′ODO

3′000 3′000 3,000 3′000 3′000 3.080 3′000 4.000 4′000 4′000 8.000 8,000 8′000

参考Lや新春圭(MVA) 3′100/3.600 3′900/4.600 5′200 6,500 8′300 7′300/8.400 9.200/=.100 12.000/14.】00 17.000 Zl′000 2l′000 Z6′000 48′000

定格Lや断電流(kA) 25 3】,5 25 3l.5 40 25 3l.5 4〔) 40 40 50 50 50

定格投入電流(kA) 63 80 63 80 100 63 80 100 100 100 125 !25 lZ5

定格短時間電流(kA) 25 3卜5 25 3l,5 40 25 3l.5 40 40 40 50 50 50

定格しゃ断時間(サイクル) 3/5 3/5 3/5 3/5 3 3 3 2/3 2/3 2/3 2 2 2

絶 縁 階 級(号) 60/70 60/7() 100 100 】00 140 】40 140 170 ZO【) l了0 200 500H

SF6ガス圧力(kg/抑】20qC) 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5

操作空気圧力(kg/cm∫) 15 15 15 i5 I5 15 15 t5 15 15 15 15 15

し ゃ 断点数 l l l l l l l 2 2 2 2 2 4

ど,300kV50kA2サイクルしゃ断器の開発技術をそのまま適

用した｡超々高圧化に伴う絶縁技術と,投入抵抗装置につい

ては,既開発の500kVガス絶縁開閉装置での基礎研究及び長

期課電試験を含む実機での開発技術を適用した｡以下,これ

らの技術開発の概要について述べる｡

3.1軸方向同期吹付式消弧室

図3に,軸方向同期吹付方式の消弧原理を示す｡従来方式

では,バッファ シリンダにより圧縮されたガスを接触子開維

瞬時から吹付けを開始しているが,本方式では同国に示すよ

うにストローク開始後,二接触子がしゃ断可能位置に達するま

ではほとんど吹付を行なわずに,シリンダ内のガスを圧縮し

続ける構造にしている｡このようにして,バッファ シリンダ

内の圧力がしゃ断可能な吹付圧力及び接触子がしゃ断可能な

位置に達して初めて軸方向の両側から吹付けを始める構造を

とっている｡このため,消弧能力が大幅に改善されるととも

に,アーク時間が短縮されるという好結果が得られ,大容量

2サイクル化が可能となった｡550kVしゃ断器は一相4しゃ

断点構造であるが,しゃ断部ユニットは300kVしゃ断器 卜一

相2点構成)と同じため,例えば一最もしゃ断過酷な近距離線

路故障しゃ断に対しても1点当たりの再起電圧上昇率が300kV

の場合よI)低く,電圧責務が軽i成されている｡
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3.2 高速度大容量‡彙作器

バッファ形ガ､スしゃ断器は,従来の∴重圧力式ガスしゃ断

器や空与iしゃ断器に比べ,バッファ シリンダ内のガスを圧縮

しながら消弧するため,大きな駆動力を必要とする｡また最

大アーク時間が長くなる欠点をもっているため,2サイクル

表2 超々高圧大容量2サイクルLや断器の技術開発 550kV

50kA4.000/8′000A2サイクルバッファ形ガスしゃ断器の開発上の問題点と技

術開発の経緯を示す｡

A.大容量2サイクル化

(1)Lや断可能電涜が
小さい

(2)アーク時間が長い

(3)2サイクルLや断

が困難

(4)駆動力が大きい

(5)大電流通電

B.超々高圧化

(6)投入サージの抑制

(7)絶縁技術

(a)消弧室
軸方向同期吹付方式
の開発

(b)操作器
高速度大容量操作器
の開発

(0)自冷式大電流通電
しゃ断部,タンク.
プッシングの大電流
構造の開発

(d)投入抵抗装置
検械的駆動方式投入
時復帰構造の開発

(β)絶縁技術
ガスプッシング,絶
縁物,絶縁構造の開発

550kV50kA2サイクル

バッファ形ガスしゃ断
器の製品化

(り2サイクルしゃ断方式

の確立

(Ⅲ)自冷式大電流通電技術

の確立

(ⅠⅢ)投入サージ抑制技術の

確立

(Ⅳ)絶縁技術の確立



アーク

可動コンタクト

1

且

固定コンタクト

ノズル

バッファシリンダ

バッファ ピストン

(a)初期行程

図3 消弧原理(軸方向同期吹付方式)

2サイクル ガスLや断器の消弧原理を示す｡
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(b)中期行程

大容量バッファ形

化は困難とされていた｡しかし,軸方向同期吹付方式により

一最大アーク時間を短縮するとともに,図4に示す高速度大容

量操作器の開発により2サイクル化が実現できた｡

動作原理としては,まず引はずしコイルを励磁してパイロ

ット弁を動作し,充気弁の左側に高圧空気を送って単に元気

弁を動作させることによりしゃ断部のバソファ シリンダに連

結した主ピストンを駆動する｡なお動作時間の短縮を図るた

め,制御弁数を最少限に減らすとともに,信頼性の向上から

構造の大帖な単純化を図っている｡

550kVしゃ断器の操作器は,300kV しゃ断器と構成及び動

作原理は同じであるが,一和4しゃ断点構造のため駆動力が

什川りしている｡このため,特に各部の死容積(Dead Volume)

及び可動部重量の徹底した低減により動作時間の短縮を図っ

ている｡なお,4しゃ断点構成で投入時の駆動力は従来よr)

大きくなるため,圧縮空気投入方式を採用した｡

3.3 投入抵抗装置

550kVLや断器では投入サージ抑制のため,各しゃ断部と

並列に-･相1,000日の抵抗と接点から成る投入抵抗装置を設け

ている｡抵抗接∴l丈はしゃ断部接触子よりも約8ms先行して投

入する必要があるが,動作を確実なものとするため両者を機

市郎勺に連結している｡

抵抗接点の閉路動作には,(1)投入動作の終期に抵抗一接点を

閉路し,しゃ断動作時には閉路状態のままとする方法,(2)投

入動作時は投入ご状態のままで,しゃ断動作時にしゃ断部接触

-｢よI)先行Lてイ底杭接点を閉路する方法の2とおりがある｡

バッファ形ガスしゃ断器では,抵抗接点及びしゃ断部接触丁

のストロ【ク長は従来の二重圧力形ガスしゃ断器や空気しゃ

フック

＼

パイロット弁

口ッド

パイロット弁
ばね

パイロット弁

充気弁

充気弁ばね

はずしコイル

主ピストン

○ しゃ断部バッファシリンダ
に連結

/て

′

仁こら

(a)投 入 状 能

図4 2サイクル操作弁動作説明図

5ちOkV50kA4′00D/8′000A2サイクルバッファ形ガスしゃ断器 913

断器に比べてはるかに大きく,また開極時間も短縮されてい

る｡このため後者の方法では,しゃ断動作時に抵抗接点の極

間絶縁をしゃ断部接触子よりも十分な余裕をもたせ,再点弧

を防止することは技術的に困難である｡このため,前者の方

法を採用した｡その結果,単独しゃ断動作時はもちろんのこ

と,図5に示すように引はずし自由しゃ断時でも,しゃ断部接

触子の開離に先行して抵抗接点は完全な閉路位置に達し,抵

抗接点は十分な極間絶縁耐力をもつ構造とした｡

3.4 大電…充通電及び絶縁技術

自冷式大電i充通電については,既開発の300kV50kA4,000/

8,000Aバソファ形ガスしゃ断器での技術をそのまま適用し,

発生熱量の低減と効果的な熟放散を図ったしゃ断部,タンク,

プッシングを傭えている｡一方,絶縁支持筒,絶縁操作棒,

コンデンサ,抵抗体及びプッシングなどの550kV用絶縁物と

絶縁構造については,長期課電試験で信束副生を検証した550kV

ガス絶縁開閉装置のものをそのまま適用した｡

田 構造及び動作

4.1 全体構造

図6に550kVガスしゃ断器の全休構造図を示す｡本器の構

造は,プッシング変流器内蔵接地タンク方式であり,プッシ

ングを取り外すことによりそのままでコンパクト変電所用しゃ

断器にも適用できる｡また端部に断路器,接地開閉器を装備

することにより視でナ開閉器が構成できる｡

Lや断器はプッシング,プッシング変流器,しゃ断部内蔵

接地タンク,操作器,操作用空気タンクより構成され,しゃ

リレー時間

投入コイル電流

はすしコイル電流

投入抵抗接点タッチ

しゃ断部接触子タッチ

しゃ断部接触子ストローク

投入抵抗接点ストローク

図5 投入抵抗接点の動作特性 引はずし自由しゃ断時の

特性を示す｡抵抗接点は,才芸入動作の終期にLや断部接触子が投入し

た後.閉路する｡

臣:閉路指令

○ ■●･

(b)開 路 過 程

2サイクル ガスLや断器用操作弁の動作原理を示す｡

璧
丸

tリセット
呂二

●■

(0)閉 路 状 態

排気
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クンシツ
イノ

郡
出
間

変流器ケース

フ∴ソシング変流器

閉路用電磁弁

閉路用操作弁

開路用電磁弁

/

/

プッシング中心導体

絶縁ノズル

･■■バッファシリンダ

‥..苧荒･ット
･･■シールド′′

投入抵抗装置

分圧コンデンサ

絶縁支持筒

[〒=≡苛

主接触子
し＼

アーキング接触子

パイロット弁 ノ′

充気弁

し＼
ノJ

巨当巨当

操作棒

閉路用操作弁

空気タンク

絶縁操作棒

(a)投入状態

図6 550kV50kA 2サイクル ガスしゃ断器内部構造図
囲も示Lてある｡

しゃ断部棲触子

i

‾市J‾†臥抵抗接点
投入抵抗体

(a)闇 路 状‾態

(b)環入動作中(抵抗接点投入)

(0)投入動作中(しゃ断部投入)

(d)投入状態(抵抗接点開放)

図7 投入動作説明図 投入動作時のLや断部接触子及び投

入抵∃元接点の動作順序を示す｡

Lや断部タンク

油ダシュポット

全体構造を示す断面図で,操作部の動作

断部タンク及びプッシング内部には5kg/cm2のSF6ガスが密

封されている｡しゃ断部は4しゃ断点構成で,従来と同じく
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(b)閉路行程

(c)閉路状態

(d)投入行程

旦司

絶縁支持筒で支持され,電圧分布改善用コンデンサ及び投入

サージ抑制用の投入抵抗装置が各しゃ断点に並列に設置され

ている｡

4.2 操作方式

閉路動作は,閉路用電磁弁コイルを励磁してパイロット弁,

充気弁を動作して閉路用操作弁の左側に高圧空気を送入し,

操作ピストン及びそれに連結されている操作棒を矢印の閉路

方向に引っ張-),しゃ断部内の絶縁操作棒を介してバッファ

シリンダを高速に駆動し,バソファ シリンダ内のSF6ガスを

圧縮して接触子間に発生したアークに吹き付けて消弧する｡

投入動作は,閉路用電才滋弁コイルを励磁して閉路用操作弁

に高圧空気を作用させ,矢印の投入方向に駆動して行なう｡

4.3 しゃ断部,投入抵抗装置の構造及び動作

しゃ断部のコンタクト部分は,主接触子とアーク1妾触子か

ら成I),閉路動作の場合はまず主接触子が離れ,しばらく し

てワイプ構造のアーク接触子が維れる｡パソファ シリンダ内

の圧縮ガスは,圧力上昇及び接触子間距離がしゃ断可能な位

置に達したときに同期して吹き付ける軸方向同期吹付構造を

用いている｡

投入動作の場合は,投入抵抗接点を投入した後,約8ms後

にしゃ断部接触子を投入し,抵抗接点は投入動作の終期に閉

路する構造を用いている｡投入動作時のしゃ断部接触子と投

入抵抗接点の動作を簡略化して図7に示す｡

日 試験結果

交流しゃ断器規格(JEC-181),電力規格(B-112)に規定さ

れてし†る項目につき,参考試験項目を含めて各種の試験を実

施しいずれも良好な結果を得たが,そのうちの主なものを次

に記す｡



5.1 開閉特性試験

開閉特件試験結果の一一例は表3に示すとおりである｡なお,

10,000剛垂続開閉試験を実施Lたが,特性変化,臥打･の摩耗

及びガス漏れなどなく結果は良好であった｡

5.2 しゃ断試!挨

試験に当ってはJEC-181に基づき,実負荷試験とワイル合

成試験を併月]して性能の検証を行なった｡試験結果の概安を

表4に示す｡

進み小電流しゃ断は無再点党弧であり,変圧器肋磁i正7充の

遅れ小電i充しゃ断時の過電圧も2伯以■卜であった｡通常耗絡

試験のほかに脱調及び近距牡線路故障(SLF)しゃ断試版を実

施したが,いずれも良好な結果を得た｡代表的なオンログラ

ムは図8に示すとおりである｡

なお550kVしゃ断器では投入拡抗装置をもっているが,脱

調時の投人条作を愁1三Lた試験も実施L,投入抵抗体が多数

回投入時の熟責務に耐え得ることを確認Lている｡つ

5.3 耐電圧試験

表5に示す耐電圧試験を実施し,良好な結果を柑ている｡

コロナ試験は常規対地電圧の1.5倍で実施L,ERAコロナ試

験器によって内部コロナをj則走したが,有害なコロナの発生

は認められなかった｡また,ソノーーガス漏れのためにSF6ガス

圧力が人気庄に下がったときでも,対地l凱ま常規対地乍E圧の

1.3倍に耐え得ることを検証している｡

なお,大きな電与ミ的ストレスが加わる有機絶縁物などの信

頼性を検証するため,常規対地屯圧の◆1.3倍で2年余にわたる

長期課電試験を実施し,課電後の耐電圧及びコロナ牛､HrI三も良

好であった｡

表3 開閉特性試験結果 550kV50kA2サイクルバッファ形ガスL

や断器の投入操作,引はずL壬裏作及び引はずL自由操作の各試巨強結果を示す｡

空気操作

圧 力
制御電圧

(∨)

投入操作 引はずL操作 引はずL自由操作

投入時間 開極時間 投入時間 開極時間

(kg/cml) (s) (s) (s) (s)

13.0 60 0.O18 lo･O18
0.Ol了13.5

＼
75 0.101 0.09B

15.0 100 0.09l 七.o16 0.091 0.O16

16.5 125 0.084 0.O15

0.O16

0,084 0.0!5

0,O1616.5 60 0.093 0.087

550kV50kA4′000/8′000A2サイクルバッファ形ガスLや断器 915

5.4 温度上昇試験

定格電流4,000A,8,000A叫‾巾Lや断器について実施したが,

し､ずれも規格値に対し十分余裕のあることを確かめた｡

5.5 耐震試験

接地タンクイこ掠j韮のためもともとけ什王真件の1互い仙jむであるか,

し-1欄-ほ詩を帖成するLや断部,絶紬立村絹などのコンポーネ

ントをはじめ,耐定言強度がF壬f】堪になるプッシングについても

人形加荒磯による加岩…試験を実施L,十分なIrか柑引軸旨をもっ

ていることを確認した｡

5.6 汚損試験

ブ･ソシングについては,附し句法人超■‡'了i上土屯力研′先所 武山

帥′先所において平等汚損のほかにイこ･､ド等汚才ヱi(径ノブ▲lF-J及び土主

さノブ向)状態での等価穿か卜試膜,描線洗浄試験を行ない,汚拭

主よ0.n6mg/cm2に耐え糾ることを確認Lた｡

5.7 その他の試験

以卜述べた.試験のほかに,知帖l妄りう立礼主∫じ煉,㌔も頼子ふ〔版,了/二

換性試験,過去絹子払ミ_性.;Jし瞼,騨-‾け.i∫じ験などをはじめ,什械一打-,

部.iい二ついても各仰の過弧三人験を行ない,実肝11諭旨について

も検証したがいずれも良好な結果を柑た｡

倒 しゃt斬器の特長

以上述べた550kV50kA4,000/8,000A2サイクル バッファ

形オ､スしゃ断器の特長は次に述べるとおりである｡

(1)バッファ形人呑一室占二2サイクルしゃ断器である｡,

H党閥党で実析のある50kA4,000/8,000A2サイクル バッフ

ァ形シリ【ズと向じ大谷岩Lや断部ユニットと,トiトー十鞍成の

高速度操作一旨詩を揃い,構造,動作J京理とも筒中なバッフ7形

表5 耐電圧試験結果 550kV50kA2サイクルバッファ形ガスしゃ

断器の商用周波,標準インパルス及び開閉イン/りレスの試験条件と結果の概要

を示す〔.

種 岳‾卜旦分 対地間 極 間 条 件 結 果

商 用 周 波 750kV

l′800kV

750kV

･′800十謂ノうkV
(インパルス)(商用周波)

乾燥l台､間

;主水10秒間
良

標準インパルス

(±l.5〉く4恥SJ

乾燥

注水

l

良

開閉インパルス

(±250:く3′50恥S)
l′175kV l′175kV

乾燥

注水
l良
l

表4 しゃ断試験結果 550kV50kA 2サイクルバッファ形ガスLや断器のLや断試験結果の概要を示す｡

試 験 考重 菓頁

SF6力rス

圧 力 試 験 動 作 試巨強電圧

(k心)

Lや断電流:投 入
アーク時間

(へ-･)

l再起電圧

試 琶粂

】

備 考対称分 直流分
南 ニ=と
屯/ノル

上昇率1第l波高
(kg.′′′cmヱg)

方 う去 責 務
(kA) (%) (kA) (kV./′′/∠S)⊆値(kV)

回 数

進み小電流

遅れ′

短絡試験前

短絡試験後

､電流

4

4

6

実負荷

実兵荷

0 l19 196A 0.06､0.49ト 12 再点発弧なL

0 l19

104

I35

14.5

135

】96A
l

0.08､-0_4了
l r

l-
12

lZ

再点発弧なL

実負荷

実負荷

0

0-0.35s

-CO-CO

20A

卜7 0へ36 4.5､4.7

l

0.1l～0.4了

0.6-㌧0.64

過電圧2倍以下

短絡電流

近距離線路故障Lや断

(SLF)

脱調しゃ断

4
l.3 280 l

4 実負荷 ｡-｡,｡盲1-CO-CO

50 4､58

】
132､136 0.7 ､0.84 ト 0･7

l

35 l

4 ウイル合成 0 30

50

4､8 + 0.6 ～0.76 ll.3
ll.-

265

265

3

4 ワイル合成 0 135 4､58 0.65､0.84 3

4 ワイル合成

ウイル合成

0
l

104 30 0､5 0,65､0.79 2.3 140 2 60%SLF

4 : 0 104 37.5 4丁!0

2､5

0～2

0.7 へ0.85 2.5 84 2 75%SしF

4

4

ワイル合成･.0
ー■‾‾‾‾‾‾■-‾‾‾‾‾‾‾‾‾■‾､‾‾1‾‾‾‾'-‾

ワイル合成】0

104

20了

45

】2.5

0.65へ--0.77 3.3 30 2 90%SJF

0.62､0.65 l.6 366 2

13
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州納付卜幣苧幣
Lや断試験

しゃ断電流

試験電圧135kV■L

50,9kA=7%)

電圧濃電流

0.78⊂b

引はずしコイル電流

10〔15タイミング

1.80-も

憮

■■一芸岩岩⊇

≡
285kVp

電圧濃電流 ラ(6gOHz)

タイミング1kHz

V帆/げ奉無無
電流源電圧

しゃ断電流

90%SLFLや断試験

45.3kA(3%)

Lや節電流45.000A

電圧濃電流

引はずしコイル電流

TOnlSタイミング

電流源電圧

tノ三三帝t圧

電庄源電流

⊆岩⊆岩岩岩

195kVp

4.25kAX...ノう(640トjz)

タイミング1kHz

2サイクルしゃ断一語詩である｡

(2)Lや断性能が優れている｡

軸方向同期吹付方式消弧茶の間先により,ア【ク時間の触

縮としゃ断能プJのl｢り上をl送=),加給しゃ断作能はもとより近

距離線路故障しゃ断,脱調Lや断に対Lても憤れた什能をも

っている｡

(3)小電流開閉件能が優れている｡

進み小電流は無再山弧でLや断でき,遅れ小電流Lや断時

の過電柱は2倍以下で,有害な過電圧は発生しなし､｡なお投

入サージ抑制のために投入抵抗装置を設けている(J

(4)大電流8,000A通電は自冷式である｡

発生熱遺の低減と効果的な熱放散を川った,しゃ断弧 タ

ンク,プッシング構造により,郎令士〔で8,000A通電ができる†〕

(5)プッシング変流諾旨が内儀できる｡

変流器が内蔵できるため桝什スペー¶スは′トさくて折み,ま

た両側変流器の配置により旨∴【､(放障かドガ+1二できる｡

(6)耐右引性能が優れている｡

接地タンク構造のため,がい管でLや断部を支持する必要

がなく,耐君主件に優れている｡

(7)極間汚損による性能の低下がなし､｡

汚損によりしゃ断部の電圧分ぃが変化しないため,しゃ断

惟能低下の危険性がないし)

(8)ガス コンプレッサ,促テふL装置などの補機が不要である｡

単一圧力式でガス庄が低いため液化の心配がなく,ガス

コンプレッサや液化【妨+トニ別保プ足袋帯などの柵昔三‡が不要である｡
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図8 しゃ断言鵡検オシログラム
短絡電流Lや断試等奏及び90%SLF

Lや断言朗奏時の代表的なオシログ

ラム及び再起電圧三度形を示す⊥)

(9)船方:ノ∴く検グ)省力化が吋能である｡

指触J′-の才脚韻が少乙･く,SF弓ガス系に高拝ガス吹付弁や制

御弁がないため構造が簡単で部.1J,止数が少なく,しゃ断部な

どい虹卜から作業できる位置にあるため保守∴■大検が簡単で,

1Lつノ.-こ検問期が良く,付こ守山検の打力化が推進できる｡

l日 結 言

以上,550kV50kA4,000/8,000A2.サイクル バソファ形ガ

スLや断詩誌の概要について紹介した｡本オ1スLや断器は,既

に多数の′丈紙がある超高圧以下のか､ス▲しゃ断器に娃づいたも

のであり,ここに構造が簡単でイ諾頼性,保甘性,椎捌乍など

の向からも優れたバッファ形Lや断器で,超々高圧までの仝

シリ”ズが完成した｡茸を後に本間発に当たり,御指う尊いただ

いた[丁立製作所の東山,山崎,細包の三氏ほか関係各位に対

L,深く.批古を表わす次第である｡
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